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（１）第５期対策の取組状況

１ 取組状況

１

市町村界
旧市町村界
旧旧市町村界
特定農山村地域のみ
過疎地域のみ
過疎地域、半島地域
振興山村地域、特定農山村地域
振興山村地域、過疎地域
振興山村地域、特定農山村地域、過疎地域
特定農山村地域、過疎地域
特定農山村地域、過疎地域、半島地域
知事特認地域(中山間地域等直接支払制度)

凡  例

○富山県15市町村のうち

13市町で実施
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中山間地域等直接支払制度 交付面積

１ 取組状況
（２）県の実施状況（交付面積の推移）

○ 制度が始まった平成１２年度（第１期対策）から平成１４年度まで増加し、以降はほぼ横ばいで推移

○ 令和３年度の実施状況 ・協定数 ３１５ （R2：３０７）

・集落数 ４１１ （R2：４０４） ※対象集落 ４９０

・交付面積 ４，８７０ｈａ（R2： ４，６６９ｈａ）

※対象農用地 ５，６４２ｈａの８６％

２

第１期対策 第２期対策 第３期対策 第４期対策

特認地域
の追加

H27年度（3期→4期移行時）▲150ha
・面積増+140ha
（リーダーの不在の解消、話し合い不調の解消）
・面積減▲290ha
（条件不利地の除外、高齢化により継続困難）

第５期対策

R2年度（4期→5期移行時）+26ha
・面積増+201ha
（棚田地域振興法による新規及び面積増）
・面積減▲175ha
（条件不利地の除外、高齢化により継続困難）

指定棚田地
域の追加

R3年度 +201ha
（指定棚田地域等で
新規及び面積増）



１ 取組状況
（３）棚田地域振興活動加算の目標について

３

○ 令和３年度の棚田地域振興活動加算の活用状況

・協定数 ２０（富山市２、高岡市４、氷見市５、黒部市２、射水市１、立山町６）

○ 棚田地域振興活動加算と認定棚田地域振興活動計画の目標の整合を図る必要がある。

令和３年度に新規・変更した協定（富山市１、高岡市４）について、本委員会で確認・意見聴取を行いたい。



２ 棚田地域振興加算に取り組む事例-１

～棚田オーナー制度による都市農村交流と地域活性化～

「氷見市 長坂 集落協定」
○取組面積：１８．６ha
○協定参加者：農業者34人、長坂椿衆・姫椿衆、長坂棚田保全会

活動目標
〇長坂の棚田地域における棚田オーナー制度の交流人口を400人から500人に増加
〇長坂の棚田で「スパイダーモアあぜ向き斜面草刈り機」２台を導入し、共同で行う草刈の
面積を約20a増加

〇長坂の棚田において「つままの木」の植樹を行い、「つままの里」を構築

棚田オーナーによる田植え 令和４年５月１２日 富山新聞(24) ４



２ 棚田地域振興加算に取り組む事例-２

～特産作物の栽培による集落の活性化～

「富山市 鎌倉 集落協定」
○取組面積：9.1ha
○協定参加者：農業者7人、非農業者2名、鎌倉営農組合

活動目標
〇棚田の保全に取り組む農業ボランティアの人数を0人から2人に増加
〇棚田で生産しているソバの出荷量を2.5トンから3トンに増加
〇マコモタケの農作業体験のイベントを新たに年１回開催

マコモタケ（無農薬栽培）の除草作業 令和４年５月１５日 北日本新聞(14) ５


